
2010年から現在まで、8年にわたり立命館アジア太平洋大学（APU）の学長を務めた是永駿（これながしゅ
ん）が、本年12月31日に任期満了を迎えます。
学長在任中は、文部科学省のスーパー グローバル大学創成支援に採択され、また、日本国内では3校
目となるマネジメント教育の国際認証AACSBの取得など、日本のみならずアジア・世界の中で、世界水準
の大学としての地位向上に尽力しました。
是永の退任を記念して、以下の催しを予定しています。

日 時： 12月20日（水） 12:30 – 13:10
場 所： 大学院棟（H棟）2階 H201教室
講演題目： Farewell Address （退任の挨拶）
言 語： 英語
対 象： 本学学生、教職員

是永駿学長 退任記念

12/7・12/20講演会、1/9感謝の集いを開催

イベント情報・取材のご案内

立命館アジア太平洋大学
2017年12月15日 配信 APUリリース 2017-44 【訂正】

１．退任記念講演会「中国語の世界」（一般の方対象）

立命館アジア太平洋大学孔子学院理事長も同時に退任となる是永が、「中国語の世界」と題して、中国語
を学ぶ楽しさについて日本語で語ります。歴史的にも地理的にも近い中国について勉強しませんか？
どなたでもご参加いただけますので、ご興味のある方はぜひお越しください。

日 時： 12月7日（木） 14:20 – 15:50
場 所： 教室棟（F棟）2階 F204教室
講演題目： 中国語の世界
言 語： 日本語
対 象： 本学学生、一般の方々。ご興味のある方は、どなたでも

ご参加いただけます。
定 員： 300名
主 催： 立命館アジア太平洋大学孔子学院

お問い合わせ： 立命館アジア太平洋大学孔子学院
電話0977-78-1188

※資料を添付しています。

２．報道関係者向け 退任記念講演会（学生・教職員対象）

学生・教職員向けの退任記念講演会です。是永が退任の挨拶を英語で行います。

2017年12月6日に配信したプレスリリースの内容に一部誤りがございましたので、以下のように訂正
いたします。

訂正内容: 12/20退任記念講演会
（誤）報道関係者向けに公開 （正）学外の方に公開しないことになりました

以下、正しい内容のプレスリリースとなります。

学外の方に公開しない
ことになりました



【取材お申込み】 学長室（広報）担当：加藤、宮腰
〒874-8577  大分県別府市十文字原1－1  Tel: 0977-78-1114 携帯：090-5473-3803

ウェブサイト：http://www.apu.ac.jp Email：r-apu@apu.ac.jp
フェイスブック：https://www.facebook.com/RitsumeikanAsiaPacificUniversity/

●本リリース(全3枚)は、大分県政記者クラブ・別府市政記者クラブ・福岡経済記者クラブ加盟各社に送信しています。

取材を希望される場合は、恐れ入りますが、事前に学長室（広報）までご連絡をお願い致します。

是永 駿 （これなが しゅん）

立命館アジア太平洋大学 学長
学校法人立命館副総長・理事
立命館アジア太平洋大学孔子学院理事長

1943年福岡県生まれ。
博士（言語文化学）、大阪大学。

【主な職歴・立命館学園における役職歴】
2003年3月 大阪外国語大学長（2004年3月まで）
2004年4月 国立大学法人大阪外国語大学長

（2007年9月まで）
2008年4月 立命館アジア太平洋大学特別招聘教授
2010年1月～ 立命館アジア太平洋大学教授

立命館アジア太平洋大学 学長
学校法人立命館 副総長
立命館アジア太平洋大学孔子学院理事長

【研究領域/研究テーマ】 中国語・中国文学

【主な著書】
『芒克（マンク）詩集』（訳書） 書肆山田、1990年
『中国現代詩三十人集―モダニズム詩のルネッサンス』（編著） 凱風社、1992年
『現代中国詩集 (海外詩文庫)』（編訳書（共編）） 思潮社、1996年
『台湾現代詩集』（編訳書（共編）） 国書刊行会、2002年
『中国二〇世紀文学を学ぶ人のために』（共著） 世界思想社、2003年
『北島（ペイ・タオ）詩集』（訳書） 土曜美術社、1988年／書肆山田、2009年
『茅盾小説論―幻想と現実―』（単著） 汲古書院、2012年

【受賞歴】
第29回島崎藤村記念歴程賞受賞（1991年）、別府市特別功労表彰（2017年）

日 時： 2018年1月9日（火） 18:30 – 20:30
場 所： ホテル白菊 11階
主 催： 立命館アジア太平洋大学
参 加 者： 大分県知事（予定）、別府市長（予定）

本学教職員

教職員が参加し、是永を送る集いを開催します。立食形式で
行います。是永と次期学長の出口が出席予定です。

３．報道関係者向け 是永先生 感謝の集い


